
プレスリリース 

 

2017 年 2 ⽉ 16 ⽇ 
新⽇鉄住⾦ソリューションズ株式会社 

新⽇鉄住⾦ソリューションズ、 
Ｊリーグ向けに年間⼊場者数(Ｊ１)の予測モデルを AI で開発 
 
新⽇鉄住⾦ソリューションズ株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社⻑：謝敷 宗敬、以下
NSSOL）は、公益社団法⼈ ⽇本プロサッカーリーグ（住所：東京都⽂京区、チェアマン：村井 
満、以下 Ｊリーグ） 向けに、過去の⼊場者数などの各種データをもとに AI の⼀種である機械学
習を活⽤することによって、年間⼊場者数の誤差が少ない予測モデルを開発いたしました。 
 
Ｊリーグでは、2014 年より NSSOL が開発した組合せ最適化ソリューションを適⽤した「試合⽇
程⾃動作成システム(通称 J リーグ・マッチスケジューラー)」(※1)にてシーズン試合⽇程作成業務
をおこなっています。これまで⾃動作成システムから導出される複数の試合⽇程パターンについ
て、より良い試合⽇程を選択するための定量的な指標が求められていました。また、同時に⼊場
者数の増減に影響を与える要因を把握したいと考えていました。 
 
NSSOL では 2014 年より J リーグ
とともに⼊場者数の予測モデルの開
発を進めてまいりました。 
このたび 2016 年Ｊ１のシーズン年
間⼊場者数（実績）に対して、試合
ごとに予測した来場者数を積上げた
年間⼊場者数（予測）との誤差が、
約 0.5％という精度の⾼い予測モデ
ルを開発することができました。 
 
予測のための変数としては、スタジアム別平均⼊場者数、キックオフ時刻、⽇付、節フラグを採
⽤しています。 
(1) スタジアム別平均⼊場者数 
 過去のデータから、スタジアムごとの

平均⼊場者数を算出し、変数に加えた 
 Ｊ２⇒Ｊ１へ昇格したチームは、Ｊ２

の平均⼊場者数を⽤いた 
(2) キックオフ時刻、⽇付 
 キックオフ時刻は 1 時間単位の区切り

とした 
 「平⽇、⼟、⽇、祝」の４パターンの

情報を付与した 
(3) 節フラグ 
 ⼊場者が増えやすい⼀部の特徴的な節を特別扱いした 

 



分析⼿法としては、重回帰分析をもとに機械学習による予測モデルを構築しています。 
 Ｊ１↔Ｊ２のチーム⼊替えを考慮し、Ｊ１だけでなくＪ２の実績データも使⽤ 
 予測モデルを使⽤し、要因の効果を定量的なものとして⾒える化 

 
Ｊリーグは今回の成果をふまえ、将来的（2018 年シーズンを⽬途）には、試合⽇程⾃動作成シス
テムと年間⼊場者数の予測モデルを組み合わせることによって、さらなる⼊場者数の増加につな
がるより良い試合⽇程の実現に期待しています。 
 
新⽇鉄住⾦ソリューションズは、製鉄業における品質管理、⽣産計画を出発点として、30 年の⻑
きにわたり、データ分析・活⽤する情報システムを創り出してまいりました。これからも製造業
にとどまらず、幅広い業種・領域のお客様ニーズに対してデータ分析・データ活⽤をご提案して
まいります。 
 

 

【報道関係お問い合わせ先】 
総務部  広報･ＩＲ室 ⿅島 
TEL：03-5117-5532 E-mail：press@jp.nssol.nssmc.com 
 
【参考情報】 
 
(※1) 
2014 年 4 ⽉ 3 ⽇発表 プレスリリース 
Ｊリーグの 2014 年試合⽇程の作成を組合せ最適化ソリューションで⽀援 
http://www.nssol.nssmc.com/press/2014/20140403_110000.html 
 
(※２) 
重回帰分析は多変量解析の⼀つで、2 つ以上の独⽴変数から予測を⾏うもの。 
売上などの連続値を予測するモデルとして、需要予測のシーンで広く使われている。 
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